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新
学
習
指
導
要
領
の

全
面
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
と

道
徳
教
育
の
充
実

全
面
実
施
に
向
け
た
教
育
課
程
の
編
成

平
成
二
十
九
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
が
、

小
学
校
は
令
和
二
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
令
和
三
年
度

か
ら
全
面
実
施
に
移
さ
れ
る
。
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
後
半
以
降
、
教
育
課
程
編
成
の
基
本
方
針
を
明

確
に
し
、
編
成
作
業
に
入
る
。
教
育
課
程
編
成
の
手
順

は
、
学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編
に
例
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
本
稿
で
は
、
特
に
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
ポ
イ

ン
ト
に
関
わ
る
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

⑴ 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
位
置
付
け

第
一
に
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
目

指
す
授
業
改
善
に
つ
い
て
で
あ
る
。
指
導
計
画
を
作
成

す
る
際
に
、
単
元
な
ど
の
ま
と
ま
り
に
お
い
て
、
ね
ら

い
と
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
て
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
図
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
そ
の
際
に
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
見

方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
内
容
が
課
題

に
な
る
が
、
学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編
に
は
、
お
お

む
ね
次
の
よ
う
な
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

① 

学
ぶ
こ
と
へ
の
興
味
・
関
心
、
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
、
学
習
へ
の
見
通
し
、
粘
り
強
い
取
り
組
み
、
振

り
返
り
（
主
体
的
な
学
び
）

② 

協
働
的
な
学
び
、
対
話
、
先
哲
の
考
え
方
を
手
掛
か

り
に
考
え
る
こ
と
、
考
え
を
広
げ
深
め
る
こ
と
（
対

話
的
な
学
び
）

③ 

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
知
識
の
関
連
付
け
に
よ

る
深
い
理
解
、
情
報
の
精
査
に
よ
る
考
え
の
形
成
、

問
題
の
設
定
と
解
決
策
、
思
い
や
考
え
を
基
に
創
造

す
る
こ
と
（
深
い
学
び
）

各
教
科
等
の
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
三
つ
の
活
動
を
単
元
の
ど
の
部
分
に
位
置
付
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け
、
ど
の
よ
う
に
授
業
を
構
成
す
る
か
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
教
科
書
に
お
け
る
単
元
の
構

成
を
確
認
し
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
三
つ
の
活
動
を
設

定
す
る
か
を
明
示
す
る
。
ま
た
、
指
導
計
画
の
様
式

に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
」
の
項

を
設
け
て
該
当
す
る
箇
所
に
記
載
す
る
工
夫
も
考
え
ら

れ
る
。

⑵
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
取
り
組
み
と
学
習
評
価

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
道
徳
科
を
除
い
て
、
目
標

は
三
つ
の
資
質
・
能
力
の
柱
ご
と
に
区
分
し
て
示
さ

れ
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
道
徳
科
、
特
別
活
動
以
外
は

資
質
・
能
力
別
に
構
造
的
に
示
さ
れ
た
。
指
導
計
画
を

作
成
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
内
容
ご
と
に
目
指

す
資
質
・
能
力
を
意
識
し
た
指
導
方
法
、
学
習
活
動
を

工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
取
り
組
み
は
、

学
習
評
価
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
指

導
計
画
に
お
い
て
、
各
観
点
に
応
じ
た
評
価
の
場
面
と

方
法
を
予
め
設
定
し
て
お
く
。
指
導
要
録
の
改
訂
に
よ

り
、
評
価
の
観
点
が
「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判

断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
に

改
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
の
目
当
て
の
状
況
、
学
習
の
進

み
具
合
や
深
ま
り
の
状
況
、
学
習
の
振
り
返
り
の
状
況

な
ど
に
関
す
る
評
価
資
料
が
必
要
で
あ
る
。

⑶ 

計
画
的
で
実
効
性
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
実
施

新
学
習
指
導
要
領
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
が
示
さ
れ
た
。
一
つ
は
、

児
童
生
徒
や
学
校
、
地
域
の
実
態
を
適
切
に
把
握
し
、

教
育
の
目
的
や
目
標
の
実
現
に
必
要
な
教
育
の
内
容
等

を
横
断
的
な
視
点
で
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
。
次
に
、

教
育
課
程
の
実
施
状
況
を
評
価
し
て
そ
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
こ
と
。
最
後
に
、
教
育
課
程
の
実
施
に
必
要
な

人
的
ま
た
は
物
的
な
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
そ
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
。

こ
こ
で
は
、
教
育
課
程
と
い
う
学
校
教
育
全
体
の
視

点
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
際
に
は
、
各
教
科
等
ご
と
に
実
施

し
、
続
い
て
学
校
全
体
の
教
育
活
動
の
評
価
と
改
善
を

進
め
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
こ
れ

ま
で
も
教
育
課
程
の
運
営
改
善
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
生
か
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
後

は
よ
り
計
画
的
に
、
し
か
も
実
効
性
の
あ
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
な
る
よ
う
手
立
て
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
際
に
大

切
な
の
は
、
計
画
が
円
滑
か
つ
適
切
に
実
施
さ
れ
た
か

ど
う
か
と
い
う
実
施
状
況
の
評
価
と
、
学
習
成
果
の
評

価
と
を
区
別
す
る
視
点
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に

は
、
授
業
時
数
の
配
当
、
進
度
の
状
況
、
予
定
し
た
学

習
活
動
の
展
開
の
状
況
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
後
者
は
、

学
習
評
価
を
通
し
て
得
ら
れ
た
児
童
生
徒
の
学
習
状
況

の
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
評
価
を
総
合
的
に
判
断
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
指
導
の
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
次

の
改
善
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
す
る
。

道
徳
教
育
の
一
層
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

⑴
道
徳
の
教
科
化
以
降
の
取
り
組
み

道
徳
を
教
科
と
し
て
位
置
付
け
た
道
徳
教
育
の
取
り

組
み
は
、
既
に
平
成
三
十
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
道
徳
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
指
導
内

容
を
重
点
化
し
た
り
、
各
学
年
段
階
の
指
導
の
留
意
事

項
を
踏
ま
え
た
り
、
集
団
と
し
て
の
諸
活
動
の
充
実
を

図
っ
た
り
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一

方
、
道
徳
科
に
つ
い
て
は
、
検
定
教
科
書
が
主
た
る
教

材
と
し
て
用
い
ら
れ
、
教
科
書
を
基
盤
と
し
た
年
間
指

導
計
画
の
作
成
と
授
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
教

科
等
と
同
様
、
授
業
時
数
と
の
関
連
で
指
導
事
項
の
配

列
編
成
が
行
わ
れ
、
授
業
の
構
成
と
展
開
が
行
わ
れ

る
。
こ
の
点
は
、
全
国
的
な
共
通
性
を
確
保
す
る
と
い

う
意
味
で
、
改
訂
以
前
に
指
摘
さ
れ
た
学
校
や
地
域
間

の
指
導
の
格
差
を
解
消
す
る
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
え
る
。

共
通
性
の
確
保
は
、
地
域
や
各
学
校
、
教
員
の
創
意

工
夫
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
批
判
も
あ

り
う
る
が
、
教
科
書
と
い
う
基
盤
の
上
に
、
様
々
な
取
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道徳ジャーナル
102号

り
組
み
の
工
夫
の
余
地
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、

教
育
実
践
の
蓄
積
と
交
流
が
進
め
ら
れ
、
創
意
工
夫
の

進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
、
内
容
の
取
り
扱
い
に
関

連
し
て
、
言
語
活
動
の
充
実
や
問
題
解
決
的
な
学
習
、

道
徳
教
育
に
関
す
る
体
験
的
な
学
習
、
現
代
的
な
課
題

等
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
に
お
い
て
取
り
扱
い
の
工
夫

が
な
さ
れ
て
お
り
、
徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
と
考
え
る
。

⑵ 

道
徳
科
の
指
導
の
改
善

今
回
の
改
訂
に
至
る
以
前
の
平
成
二
十
四
年
、
文
部

科
学
省
に
よ
り
道
徳
教
育
実
施
状
況
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
に

つ
い
て
は
、
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
学
校
で
作
成

さ
れ
て
い
る
と
の
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
年
間
指
導
計

画
に
含
ま
れ
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
主
題
名
や
ね
ら

い
、
資
料
名
の
記
載
の
割
合
は
高
い
の
に
比
べ
て
、
主

題
構
成
の
理
由
と
展
開
の
大
要
及
び
指
導
の
方
法
の
記

載
は
低
い
。
指
導
に
当
た
っ
て
主
題
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
、
授
業
構
成
と
し
て
見
通
す
か
、
ま
た
指
導
方

法
の
工
夫
に
あ
い
ま
い
な
面
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

今
回
、
検
定
教
科
書
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る
際
に
は
、
教
科
書
が
欠
か

せ
な
い
位
置
を
占
め
る
。
現
在
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

他
の
教
科
と
同
様
、
主
た
る
教
材
と
し
て
の
教
科
書
を

分
析
し
、
年
間
の
指
導
の
流
れ
や
各
指
導
項
目
ご
と
の

授
業
構
成
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
教
科
書
の

分
析
に
当
た
っ
て
は
、
教
材
名
と
主
題
と
の
関
連
の
把

握
、
教
材
の
内
容
の
確
認
、
そ
の
教
材
に
関
連
す
る
教

科
等
や
現
代
的
諸
課
題
と
の
関
連
等
を
確
認
す
る
。
次

に
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
な
順
序
で
展
開
し
て
い
く
か

構
想
を
練
り
、
指
導
計
画
に
具
体
化
し
て
い
く
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
上
記
の
実
施
状
況
調
査
か
ら
う
か
が
わ
れ

る
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
学
研
版
道
徳
教
科
書
に
お
い
て
は
、
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
で
示
さ
れ
た
問
題
解
決
的
な
学

習
、
現
代
的
課
題
に
関
す
る
教
材
等
も
設
定
さ
れ
て
い

る
。
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
材
の
位
置
付
け
と
ね
ら
い
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う

な
学
習
活
動
を
ど
の
場
面
で
用
い
る
か
を
構
想
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

⑶
教
科
教
育
と
し
て
の
道
徳
の
今
後

教
科
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
道
徳
科
の
今
後
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
第
一
は
、
教
科
の
教
育
と
し
て
の
研
究
や
検
討
が

進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
教
科
教
育
の
研
究

に
は
、
当
該
の
教
科
の
教
育
的
意
義
や
教
育
課
程
上
の

役
割
を
研
究
す
る
分
野
、
教
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
在

り
方
を
研
究
す
る
分
野
、
教
材
や
指
導
方
法
、
評
価
の

在
り
方
を
研
究
す
る
分
野
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
の
基
盤
は
、
学
習
指
導
要
領
と
教
科
書
、
教
材
、

授
業
実
践
の
記
録
で
あ
る
。
教
科
書
と
い
う
共
通
の
基

盤
を
生
か
し
な
が
ら
，
研
究
会
や
学
会
等
で
の
研
究
や

実
践
の
交
流
が
期
待
さ
れ
る
。

第
二
は
、
教
員
養
成
や
研
修
の
充
実
を
通
し
た
指
導

力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
指
導
力
と
は
、
教
科
の
目

標
と
内
容
、
教
材
、
指
導
方
法
、
評
価
を
一
連
の
つ
な

が
り
と
し
て
計
画
し
、
実
践
を
踏
ま
え
て
不
断
に
改
善

し
て
い
く
力
量
の
こ
と
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
の
調

査
で
は
、「
効
果
的
な
指
導
方
法
が
分
か
ら
な
い
」
と

の
回
答
が
三
割
を
超
え
て
い
た
。
今
後
は
、
道
徳
科
の

指
導
方
法
の
改
善
と
共
有
を
、
教
育
実
践
の
蓄
積
と
交

流
を
通
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

第
三
は
、
道
徳
教
育
の
特
色
と
も
い
え
る
道
徳
的
価

値
に
つ
い
て
の
見
方
や
考
え
方
を
深
め
る
こ
と
で
あ

る
。
道
徳
教
育
は
、
道
徳
的
価
値
を
理
解
し
、
道
徳
的

な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
道
徳
的
価
値
を
内
容
と
し
て

扱
う
た
め
に
は
、
教
師
自
身
が
行
為
や
事
象
を
価
値
の

視
点
か
ら
捉
え
た
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価
値
に
は
、
道
徳
的
価
値
以
外
に

経
済
的
な
価
値
や
政
治
的
な
価
値
も
あ
る
。
価
値
の
視

点
か
ら
の
思
考
に
慣
れ
る
こ
と
が
、
道
徳
の
授
業
を
豊

か
な
も
の
に
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
教
育
課
程
の
円
滑
な
実
施
と
定
着
、
道
徳
教
育
の

取
り
組
み
の
成
果
が
各
地
で
共
有
さ
れ
、
道
徳
教
育
の

水
準
と
質
の
向
上
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
く
ど
う　

ぶ
ん
ぞ
う
）
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魅
力
的
な
実
話
を
教
材
に

自
然
愛
護
、
友
情
、
規
則
の
尊
重
な
ど
、

道
徳
で
学
ぶ
内
容
項
目
は
児
童
も
既
に
理
解

し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
け
れ
ど
、
分
か
っ

て
い
て
も
実
践
で
き
な
い
・
し
て
い
な
い
児

童
を
変
容
さ
せ
る
に
は
、
実
践
へ
の
強
い
動

機
付
け
と
な
る
新
し
い
発
見
や
体
験
、
感

動
、
方
法
の 

学
習
が
必
要
で
あ
る
。

魅
力
的
な
実
話
の
学
習
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
故
・
天
野
尚
さ
ん
が
撮
影
し
た
美
し
い

自
然
写
真
、
多
様
な
生
物
が
共
存
す
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
の
数
々
。
病
魔
と
闘

い
な
が
ら
最
後
ま
で
前
向
き
に
生
き
た
姿

は
、
児
童
に
大
き
な
感
動
を
与
え
る
。

脱
・
先
の
見
え
る
、
き
れ
い
ご
と
の
授
業

教
師
の
意
図
が
見
え
透
い
た
授
業
ほ
ど
面

白
く
な
い
授
業
は
無
い
。
授
業
冒
頭
、
分
か

り
切
っ
た
課
題
を
示
さ
れ
れ
ば
、
き
れ
い
ご

と
の
授
業
と
な
り
、
学
習
意
欲
は
高
ま
ら
な

い
。
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
に
は
、
知
的
好

奇
心
を
刺
激
し
、
主
体
性
を
引
き
出
す
工
夫

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
写
真
や
動
画
、
ク

イ
ズ
、
教
材
の
分
割
提
示
な
ど
、
ど
の
児
童

に
と
っ
て
も
楽
し
め
る
考
え
に
基
づ
い
た
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。

授
業
の
概
要

○
対
象　

小
学
六
年
生

○
主
題
名　

自
然
と
共
存
す
る
た
め
に

○
内
容
項
目　

自
然
愛
護

○ 

教
材
「
ガ
ラ
ス
の
中
に
未
来
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」（
直
接
取
材
に
よ
る
自
作
読
み
物
）

○
教
材
の
概
要

【
前
半
】
一
九
五
四
年
新
潟
市
生
ま
れ
の
天

野
さ
ん
は
少
年
期
を
魚
や
水
鳥
な
ど
、
多
く

の
生
物
の
楽
園
「
鎧よ

ろ
い

潟が
た

」
の
自
然
の
中
で
過

ご
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
野
生
動
物
の
宝

庫
、
ア
フ
リ
カ
を
旅
し
た
。
そ
の
後
、
十
六

年
間
に
わ
た
り
世
界
各
地
や
、
国
内
の
佐
渡

や
屋
久
島
な
ど
の
自
然
を
写
真
や
エ
ッ
セ
イ

で
発
表
。
水
草
を
美
し
く
元
気
に
育
て
る
世

界
初
の
装
置
を
開
発
、
世
界
中
に
ネ
イ
チ
ャ

ー
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
。
二

〇
〇
八
年
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
会
食

場
に
天
野
さ
ん
撮
影
の
佐
渡
・
金
剛
杉
の
写

真
が
飾
ら
れ
、
世
界
中
で
注
目
を
集
め
た
。

一
方
、
そ
の
写
真
を
契
機
に
、
佐
渡
で
は

観
光
客
が
金
剛
杉
の
山
の
自

然
を
荒
ら
す
問
題
が
起
こ

り
、
入
山
禁
止
に
し
て
自
然

を
守
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い

う
大
き
な
議
論
に
な
っ
た
。

【
後
半
】　

天
野
さ
ん
は
、
自

然
に
触
れ
さ
せ
な
い
入
山
禁

止
で
は
な
く
、
自
然
を
伝
え

る
入
山
の
ル
ー
ル
作
り
を
呼
び
か
け
た
。
議

論
の
末
、
佐
渡
の
人
々
も
天
野
さ
ん
に
賛

同
、
今
で
は
木
道
が
整
備
さ
れ
、
地
元
の
人

が
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
。

天
野
さ
ん
は
、
二
〇
一
二
年
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
す
み
だ
水
族
館
の
幅
七

ｍ
に
も
及
ぶ
巨
大
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ク
ア
リ
ウ

ム
を
制
作
。
翌
年
、
病
魔
と
闘
い
な
が
ら
、

リ
ス
ボ
ン
水
族
館
で
世
界
最
大
全
長
四
〇
ｍ

「
ガ
ラ
ス
の
中
に
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ク
ア
リ
ス
ト
・
写
真
家
の
天
野
尚
さ
ん
に
学
ぶ
授
業

新
潟
市
授
業
マ
イ
ス
タ
ー
　
新
潟
県

新
潟
市
立
早
通
南
小
学
校
　
教
諭

渡
邉
　
泰
治
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の
ネ
イ
チ
ャ
ー

ア
ク
ア
リ
ウ
ム

を
完
成
さ
せ

た
。
水
草
の
中

で
魚
が
群
れ
る

す
ば
ら
し
い
自

然
が
再
現
さ

れ
、
人
々
は
そ

の
美
し
さ
に
見

と
れ
た
。
オ
ー

プ
ン
を
見
届
け

た
三
か
月
後
、

六
十
一
歳
の
天

野
さ
ん
は
静
か

に
息
を
引
き
取
っ
た
。

実
際
の
授
業

【
導
入
】

写
真
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
』

ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
の
写
真
の
中

心
を
隠
し
て
提
示
、
中
身
当
て
ク
イ
ズ
で
導

入
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
授
業
タ
イ
ト
ル

「
ガ
ラ
ス
の
中
に
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
板
書
し
、「
何
そ
れ
？
」「
ど
ん
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
？
」
と
、
児
童
の
好
奇
心
を
刺
激
、
問

い
を
も
た
せ
て
、
主
体
性
を
引
き
出
し
た
。

【
展
開
】

教
材
物
提
示
①
【
前
半
】

天
野
さ
ん
撮
影
の
美
し
い
写
真
（
作
品
集

な
ど
）、
天
野
さ
ん
が
設
立
し
た
会
社
「
ア

ク
ア
デ
ザ
イ
ン
ア
マ
ノ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
提
示
し
な
が
ら
、
読
み
物
前
半
を
再
現
構

成
法
で
語
っ
た
。

発
問
①
　
観
光
客
を
入
山
禁
止
に
す
べ
き
か
。

佐
渡
に
は
金
剛
杉
以
外
に
も
多
く
の
自
然

が
あ
る
。
そ
れ
を
見
に
観
光
客
が
押
し
寄
せ

山
野
草
を
踏
み
荒
ら
し
た
問
題
を
紹
介
し
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
わ
せ
た
。
そ
の
後

個
人
で
発
表
さ
せ
る
と
次
の
意
見
が
出
た
。

〈
入
山
禁
止
に
す
べ
き
〉

・ 

自
然
が
壊
さ
れ
、
失
わ
れ
る
か
ら

・
地
元
の
人
が
迷
惑
す
る
か
ら

〈
ル
ー
ル
を
作
っ
て
許
可
す
べ
き
〉

・
観
光
収
入
で
地
元
の
人
も
助
か
る
か
ら

・ 

禁
止
し
た
ら
多
く
の
人
が
自
然
を
見
ら
れ

な
い
か
ら

・ 

ロ
ー
プ
を
は
っ
て
制
限
す
れ
ば
い
い

・ 

監
視
や
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
呼
び
か

け
れ
ば
い
い

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
多
面

的
な
考
え
方
に
触
れ
、
個
人
で
再
考
す
る
機

会
を
与
え
る
こ
と
で
児
童
は
自
ら
の
考
え
を

修
正
し
補
い
、
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

教
材
提
示
②
【
後
半
】

天
野
さ
ん
の
提
案
、
地
元
の
人
々
の
決

断
、
そ
の
後
の
活
躍
な
ど
を
、
教
材
後
半
と

写
真
や
動
画
を
使
い
、
再
現
構
成
法
で
語
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
天
野
さ
ん
自
身
も
迷
っ
た

こ
と
を
紹
介
し
、
児
童
の
多
面
的
な
意
見
を

全
て
称
賛
し
た
。

発
問
②
（
深
め
る
発
問
）
写
真
や
ア
ク
ア
リ

ウ
ム
に
込
め
ら
れ
た
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
は
何
か
。

・
自
然
の
す
ば
ら
し
さ（
共
存
共
栄
、美
し
さ
）

・
自
然
に
触
れ
る
こ
と

・
自
然
を
守
る
こ
と

・
自
然
は
復
活
で
き
る
こ
と

・
自
然
保
護
へ
の
願
い

【
一
般
化
】　『
天
野
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
紹
介

原
点
は
十
歳
の
私
が
夢
中
に
な
っ
た

故
郷
の
自
然
。
今
は
干
拓
さ
れ
て
そ
の

姿
は
ど
こ
に
も
な
い
。
同
じ
現
実
を
世

界
で
目
に
し
た
。
多
く
の
人
た
ち
は
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
す
ば
ら
し
さ
を
知

ら
な
い
。
だ
か
ら
世
界
中
で
私
が
体
験

し
、
学
ん
だ
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
。
人
間

も
小
さ
な
生
物
も
植
物
も
、
す
べ
て
が

共
存
共
栄
し
て
い
る
、
美
し
い
地
球
の

姿
を
語
り
た
い
。
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
の
中

と
同
じ
よ
う
に
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

大
自
然
も
人
間
の
力
で
復
活
さ
せ
、
守

る
こ
と
が
で
き
る
。
小
さ
な
生
命
を
愛

せ
ず
し
て
、
大
自
然
を
語
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

右
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
学
校
近
く
の

自
然
を
写
真
で
紹
介
し
た
。

【
終
末
】

学
び
の
振
り
返
り
、
意
欲
化
　

「
今
日
の
学
び
」「
今
ま
で
の
自
分
」「
こ
れ
か
ら

の
自
分
」の
三
つ
の
観
点
で
学
び
を
振
り
返
り
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
感
想
を
書
い
た
。自
然
の
す
ば

ら
し
さ
、身
近
な
自
然
を
守
る
決
意
を
多
く
の

児
童
が
つ
づ
っ
た
。 

（
わ
た
な
べ　

や
す
は
る
）

天野さんのネイチャーアクアリウム　※写真は全て（株）アクアデザインアマノ

世界中の熱帯雨林や水中・自然を撮影
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は
じ
め
に

本
年
度
か
ら
中
学
校
で
も
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
学

習
指
導
要
領
で
は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
考
え
、
議
論
す
る

道
徳
」
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
が
道

徳
科
の
授
業
内
容
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
校
は
東
京
都
の
道
徳
教
育
推
進
拠
点
校

の
指
定
を
受
け
、
昨
年
度
ま
で
の
三
年
間
、

研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
の
成
果
物
の

一
つ
と
し
て
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
毎
時
間
の
授
業
の
振
り
返
り

や
、
学
期
ご
と
に
「
印
象
に
残
っ
た
教
材
ベ

ス
ト
３
」
を
書
か
せ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

生
徒
自
身
に
学
期
の
道
徳
科
の
授
業
を
振
り

返
ら
せ
、
さ
ら
に
教
師
自
身
の
授
業
改
善
に

つ
な
げ
る
と
い
う
二
つ
の
目
的
の
も
と
に
行

っ
た
。
今
回
は
そ
の
中
で
評
価
の
高
か
っ
た

教
材
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

教
材
に
つ
い
て

国
連
の
持
続
可
能
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
発
表
し
た
、
世
界
一
五
〇
か
国

以
上
が
対
象
の
大
規
模
な
世
論
調
査
「
世
界

幸
福
度
報
告
」
に
よ
る
と
、
日
本
は
二
〇
一

〇
年
代
前
半
に
は
幸
福
度
が
四
十
位
台
だ
っ

た
が
、
二
〇
一
九
年
に
は
過
去
最
低
の
五
十

三
位
に
な
っ
た
。
ま
た
二
〇
一
五
年
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
に
よ
る
学
習
到
達
度
調
査
（
七
十
二
か

国
、
五
十
四
万
人
の
十
五
歳
が
参
加
）
に
お

い
て
も
、
日
本
の
十
五
歳
の
生
活
満
足
度

は
、
六
十
八
位
と
低
い
。

調
査
で
幸
福
そ
の
も
の
が
測
れ
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
日
本

に
暮
ら
す
人
々
の
「
自
分
は
幸
福
で
あ
る
」

と
感
じ
て
い
る
割
合
や
、
現
在
の
生
活
に
対

す
る
満
足
度
が
と
て
も
低
く
な
っ
て
い
る
傾

向
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

今
回
教
材
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
哲
学
者

で
あ
る
永
井
均
の
『
子
ど
も
の
た
め
の
哲
学

対
話
』（
講
談
社
）
の
中
の
一
編
で
あ
る
。

こ
の
本
は
中
学
生
に
も
分
か
り
や
す
い
平

易
な
文
章
で
、
中
学
二
年
生
の
「
ぼ
く
」
と

猫
の
「
ペ
ネ
ト
レ
」
に
よ
る
哲
学
対
話
が
進

ん
で
い
く
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
「
人
生
体

験
マ
シ
ン
」
と
い
う
文
章
を
教
材
と
し
て
使

用
し
た
。

「
幸
せ
」
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
指
標

が
見
え
に
く
い
現
代
に
お
い
て
、
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？　

文
章
中
に
登
場
す
る
、
自
分
が
望
ん
だ
人
生

を
味
わ
え
る
「
人
生
体
験
マ
シ
ン
」
を
通

し
、
現
実
の
人
生
を
「
幸
せ
な
人
生
」
に
す

る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
べ

き
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
き

っ
か
け
の
一
時
間
と
し
た
。

自
分
に
と
っ
て
の
「
本
当
の
幸
せ
」
と
は
何
か
？

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
て
考
え
を
深
め
る

東
京
都
国
分
寺
市
立
第
三
中
学
校

教
諭綾

部
　
恵

２０１７年３年生１学期道徳科振り返り 
 

✧１学期の道徳の授業を振り返りましょう。 

  

①印象に残った教材を３つ選び、丸を付けましょう。 

 

教材名 

自己紹介双六 

無言化現象 

リクエスト 

今の自分 中三の私 

河川敷はだれのもの？ 

語りかける目 

臓器提供するＡちゃんへ 

美しい母の顔 

二通の手紙 

 

②その中でも一番印象に残った教材とその理由を書きましょう。 

 

教材名  

理由  

 

②道徳の授業の前後で、授業で行ったような道徳的なことについて考えたり、 

実際に行動したことがあったら書きましょう。 

 
 
 
 

③道徳の授業について、感想を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

３年  組  番 氏名              

振り返りシート
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道徳ジャーナル
102号

授
業
の
実
際

○
主
題
名　

幸
せ
な
人
生
と
は

○
内
容
項
目　

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

○ 

教
材
名
「
人
生
体
験
マ
シ
ン（
１
）」（
講

談
社
刊
『
子
ど
も
の
た
め
の
哲
学
対
話
』）

○ 

ね
ら
い　

夢
や
希
望
、
喜
び
の
あ
る
自
ら

の
生
き
方
を
見
い
だ
し
、
よ
り
よ
く
生
き

よ
う
と
す
る
実
践
意
欲
を
育
む
。

【
導
入
】
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
る

「
あ
な
た
に
と
っ
て
『
幸
せ
』
と
は
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
」
と
い
う
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
結
果
を
発
表
す
る
。

・
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
。

・
テ
ス
ト
で
い
い
点
数
を
と
る
こ
と
。

・
お
金
持
ち
に
な
る
こ
と
。

・
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
。

・
寝
て
い
る
こ
と
。

授
業
の
前
日
〜
数
日
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
こ
と
が
、
本
時
に
向
け
、
生
徒
が

「『
幸
せ
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
た
め
の
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
な
る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ

ー
ト
実
施
時
や
前
後
の
学
活
な
ど
の
時
間
に

は
、
生
徒
が
「
幸
せ
」
に
つ
い
て
主
体
的
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
な
話
を
意
図
的
に
組
み
込

ん
で
お
く
と
よ
い
。

【
展
開
】
教
材
を
読
み
、
考
え
る

（
本
授
業
で
は
、
教
材
を
前
半
、
後
半
に
区

切
っ
て
提
示
し
て
い
る
。）

○ 

「『
人
生
体
験
マ
シ
ン
』
が
あ
っ
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
『
幸
せ
な
人
生
』
を
送
っ
て

み
た
い
で
す
か
。」

＊ 

な
ぜ
そ
の
人
生
を
選
ぶ
の
か
を
、
理
由
と

共
に
考
え
さ
せ
る
。

・ 

宝
く
じ
で
百
億
円
当
た
る
人
生
。（
理
由
）

お
金
が
あ
る
と
い
い
か
ら
。

・ 

異
性
の
人
生
。（
理
由
）
今
の
自
分
で
は

で
き
な
い
こ
と
を
味
わ
い
た
い
か
ら
。

・ 
ア
イ
ド
ル
の
人
生
。（
理
由
）
想
像
で
き

な
い
か
ら
。

・ 

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
人
生
。（
理
由
）
人

気
者
に
な
っ
て
み
た
い
か
ら
。

　

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
自
分
が
今
は
味
わ

え
な
い
よ
う
な
、
現
実
か
ら
少
し
乖
離
し
た

人
生
を
挙
げ
て
い
た
。

○ 

「『
人
生
体
験
マ
シ
ン
』
の
『
う
そ
の
幸

福
な
人
生
』
と
自
分
な
り
の
『
幸
せ
』
を

味
わ
う
人
生
の
ど
ち
ら
が
よ
り
『
幸
せ
』

な
の
で
し
ょ
う
か
。」

・ 

マ
シ
ン
の
人
生
は
う
そ
で
も
、
幸
せ
と
感

じ
て
い
れ
ば
幸
せ
。

・ 

病
気
の
人
や
悲
惨
な
境
遇
の
人
は
、
う
そ

の
人
生
の
方
が
つ
ら
く
な
く
て
い
い
。

・ 

マ
シ
ン
の
人
生
は
う
そ
だ
か
ら
、
そ
ん
な

に
す
ご
い
人
生
で
は
な
く
て
も
本
当
の
人

生
の
ほ
う
が
い
い
。

　

こ
こ
で
は
ク
ラ
ス
が
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。
マ
シ
ン
の
人
生
と
、
つ
ら
い

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
現
実
の
人
生
を

比
較
さ
せ
る
こ
と
で
、
次
の
「
本
当
の
幸

せ
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
ス
テ
ッ
プ
と
し

た
い
。
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
て
も
よ
い

が
、
二
色
の
カ
ラ
ー
カ
ー
ド
な
ど
で
意
見
表

示
を
さ
せ
な
が
ら
、
教
室
内
を
自
由
に
歩
き

回
ら
せ
て
も
、
意
見
交
流
が
活
発
に
な
り
お

も
し
ろ
い
。

◎ 

「
本
当
の
幸
せ
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

・ 

喜
び
も
悲
し
み
も
あ
る
人
生
が
幸
せ
。

・ 

自
分
の
力
で
何
か
を
乗
り
越
え
て
い
く
人

生
が
幸
せ
だ
と
思
う
。

・ 

毎
日
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
生
活
を
送
れ
る

こ
と
が
幸
せ
。

・ 
少
し
経
っ
て
振
り
返
っ
た
と
き
に
「
幸
せ

だ
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
人
生
が
幸
せ
。

　

こ
の
発
問
で
は
、
少
し
長
め
に
考
え
る
時

間
を
と
る
。
個
人
で
考
え
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
意
見
を
記
入
さ
せ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
わ
せ
る
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を

交
流
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
幸
せ
」
に
は
、

様
々
な
形
が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
。

お
わ
り
に

本
実
践
は
、
ま
ず
「
人
生
体
験
マ
シ
ン
」

と
い
う
架
空
の
マ
シ
ン
を
通
し
、
自
分
が
本

当
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
、
今
あ

る
見
え
な
い
リ
ミ
ッ
タ
ー
が
か
か
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
考
え
さ

せ
る
。
そ
こ
か
ら
現
実
の
自
分
を
振
り
返
ら

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

追
求
で
き
て
い
る
か
、
他
者
の
意
見
に
振
り

回
さ
れ
て
い
な
い
か
、
不
平
不
満
ば
か
り
抱

い
て
い
な
い
か
、
現
在
の
自
己
へ
思
い
を
至

ら
せ
た
い
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
人
生
と
は

何
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
す
る
。

身
近
な
「
幸
せ
」、「
人
生
体
験
マ
シ
ン
」

に
よ
る
望
ん
だ
こ
と
が
何
で
も
味
わ
え
る

「
幸
せ
」、
実
際
の
「
幸
せ
」
な
人
生
、
と
い

う
よ
う
に
段
階
を
踏
ん
で
考
え
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
他
者
と
比
較
す
る
こ
と
の
な
い
自

分
な
り
の
「
幸
せ
」
と
自
分
な
り
の
「
人

生
」
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

 

（
あ
や
べ　

め
ぐ
み
）

＊ 本実践で使用している「振り返りシート」は綾部先生が参加した平成30年度東京都教育研究員の報告書「道徳科における評価の工夫～三種の学習記録を用いた
学習状況の見取り方を通して～」にも掲載されています。
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は
じ
め
に

川
崎
市
の
ほ
と
ん
ど
の
中
学
校
で
は
、
こ

れ
ま
で
神
奈
川
県
の
道
徳
資
料
集
『
き
ら
め

き
』
を
授
業
で
使
用
し
て
き
た
。
こ
の
『
き

ら
め
き
』
は
主
題
構
想
に
基
づ
き
、
教
材
に

描
か
れ
た
主
人
公
や
筆
者
の
生
き
方
を
話
し

合
う
手
法
で
あ
る
。
ね
ら
い
と
す
る
内
容
項

目
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
生
徒

に
自
ら
深
く
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
授
業
方
法
で

は
、
主
人
公
の
行
動
や
考
え
方
に
対
し
、
批

判
的
意
見
と
弁
護
的
意
見
、
両
方
の
立
場
の

意
見
が
活
発
に
出
て
、「
考
え
、
議
論
す
る
」

道
徳
授
業
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成

三
十
一
年
四
月
か
ら
の
教
科
書
使
用
に
よ
り

こ
の
手
法
が
適
さ
な
い
教
材
も
出
て
き
た
。

ま
た
、
こ
の
手
法
で
は
主
人
公
の
行
動
に
つ

い
て
感
じ
た
こ
と
を
第
三
者
的
立
場
で
発
言

す
る
こ
と
で
話
合
い
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
生
徒
は
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
機
会
が

少
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
四
月
よ
り
、
新
学
習
指
導
要
領
の

特
徴
を
意
識
し
て
授
業
を
実
践
す
る
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
考
え
、
議
論
す
る
」

道
徳
の
授
業
展
開
や
発
問
方
法
に
加
え
、
少

し
ず
つ
新
し
い
授
業
方
法
に
も
取
り
組
み
、

新
学
習
指
導
要
領
の
特
徴
を
生
か
し
て
い
き

た
い
。

実
施
授
業
に
つ
い
て

○
主
題
名　

人
を
思
い
や
る
心

○
内
容
項
目　

思
い
や
り
、
感
謝

○
教
材
名
「
旗
」（『
中
学
生
の
道
徳　

明
日

へ
の
扉
２
年
』
学
研
）

○
ね
ら
い　

他
者
の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら

親
切
に
し
、
い
た
わ
り
励
ま
す
生
き
方
の
素

晴
ら
し
さ
に
気
付
き
、
互
い
に
他
者
を
思
い

や
る
心
情
を
育
て
る
。

授
業
展
開

今
回
授
業
を
す
る
に
あ
た
り
、
意
識
し
た

点
を
※
で
示
し
て
い
る
。

①
導
入

　

親
切
に
さ
れ
た
り
、
声
を
掛
け
て
も
ら
っ

た
り
し
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

※ 

う
れ
し
い
経
験
を
思
い
出
さ
せ
、
他
人
が

う
れ
し
い
と
感
じ
る
こ
と
を
し
て
い
き
た

い
、
と
感
じ
さ
せ
た
い
た
め
。

※ 

こ
の
授
業
で
は
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て

人
に
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
感
じ
さ
せ

や
す
い
が
、
感
謝
を
感
じ
る
た
め
に
は
、

相
手
か
ら
の
思
い
や
り
を
う
れ
し
く
思
う

心
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
。

②
あ
ら
す
じ
や
登
場
人
物
の
確
認

　

引
っ
越
し
て
間
も
な
い
頃
に
け
が
を
し
て

学
校
を
休
ん
で
い
る
少
女
と
、
お
見
舞
い
に

や
っ
て
き
た
友
人
と
の
お
話
で
す
。
二
人
の

様
子
を
想
像
し
な
が
ら
お
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
。

※ 

少
女
に
対
す
る
友
人
の
思
い
や
り
だ
け
で

な
く
、
少
女
が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
感
謝
し

て
い
る
こ
と
に
も
気
付
か
せ
た
い
。

③
範
読

新
学
習
指
導
要
領
を
意
識
し
た
授
業
作
り

〜
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
〜 神

奈
川
県
川
崎
市
立
中
原
中
学
校

教
諭田

中
　
恵
美
子
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道徳ジャーナル
102号

④
発
問
１　

少
女
は
レ
モ
ン
色
の
旗
を
ど
ん

な
気
持
ち
で
見
つ
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

※ 

こ
れ
ま
で
主
人
公
の
行
動
な
ど
に
つ
い
て

話
合
い
を
進
め
て
い
た
た
め
、
そ
れ
に
近

い
発
問
の
方
が
考
え
や
す
い
と
予
想
し
た
。

⑤
発
問
２　

旗
の
話
を
少
女
か
ら
聞
い
た
友

人
は
何
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
か
。

※ 

発
問
１
で
少
女
の
立
場
を
考
え
る
た
め
、

発
問
２
は
友
人
の
立
場
を
考
え
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
後
、
多
面
的
・
多
角
的

に
考
え
る
授
業
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

⑥
発
問
３　

ク
ラ
ス
旗
作
り
を
し
て
い
る
と

き
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
気
持
ち
は
ど
う
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
か
。
友
人
が
学
校
で
ど
ん
な

発
言
を
し
て
旗
作
り
が
進
ん
だ
の
か
せ
り
ふ

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※ 

せ
り
ふ
を
考
え
る
こ
と
で
、
自
分
事
と
し

て
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
少
女
に
対

す
る
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
考
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
予
想
し
た
。
ま
た
グ

ル
ー
プ
で
の
話
合
い
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
授
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
た
。

⑦
せ
り
ふ
の
発
表

※ 

⑥
の
せ
り
ふ
を
発
表
さ
せ
る
こ
と
で
、
動

作
化
、
役
割
演
技
な
ど
表
現
活
動
を
工
夫

し
た
授
業
へ
と
つ
な
げ
た
い
と
考
え
た
。

⑧
発
問
４　

こ
の
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
良

か
っ
た
と
少
女
が
心
か
ら
思
え
た
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
。

※ 

今
回
の
新
指
導
要
領
で
は
、
内
容
項
目
で

「
思
い
や
り
」
と
「
感
謝
」
が
統
合
さ
れ

た
。
こ
の
発
問
を
入
れ
る
こ
と
で
、
少
女

が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を

も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
き
っ
か
け

に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

⑨ 

学
習
の
ま
と
め
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

※ 

書
く
活
動
を
行
わ
せ
、
評
価
に
生
か
す
と

と
も
に
、
教
師
側
の
授
業
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

○ 

板
書
に
つ
い
て

少
女
、
友
人
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
思
い
を
対
比
的
、
構
造
的
に
示

す
工
夫
を
し
た
。

生
徒
の
反
応

○
せ
り
ふ

Ａ 

「
ね
え
、
昨
日
○
○
さ
ん
の
お
見
舞
い
に

行
っ
た
ん
だ
。
○
○
さ
ん
の
部
屋
か
ら
黄

色
い
旗
が
見
え
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
旗
を

見
て
、
み
ん
な
と
会
え
な
い
寂
し
さ
を
ま

ぎ
ら
わ
せ
て
い
る
み
た
い
。」

Ｂ 

「
え
、
そ
う
な
の
？　

で
も
、
そ
の
黄
色

い
旗
っ
て
…
…
。」

Ｃ
「
元
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
な
い
か
な
あ
。」

Ａ 

「
私
、
○
○
さ
ん
か
ら
き
れ
を
も
ら
っ
て

き
た
け
ど
、
真
ん
中
に
バ
ラ
が
あ
る
の
。」

Ｄ 

「
そ
れ
を
ク
ラ
ス
旗
の
真
ん
中
に
お
け
ば

か
わ
い
い
し
、
○
○
さ
ん
も
喜
ぶ
よ
ね
。」

Ｃ 

「
で
も
そ
れ
を
○
○
さ
ん
に
ど
う
や
っ
て

見
て
も
ら
え
ば
い
い
か
な
。」

Ｂ 

「
黄
色
い
旗
っ
て
、
俺
の
父
さ
ん
の
店
じ
ゃ

な
い
か
な
。
ク
ラ
ス
旗
を
あ
げ
て
い
い
か

聞
い
て
み
る
よ
。」

※ 
代
表
生
徒
が
発
表
し
た
班
も
あ
っ
た
が
、

指
示
を
し
な
く
て
も
、
グ
ル
ー
プ
内
で
分

担
を
決
め
て
発
表
を
行
う
班
が
多
か
っ
た
。

○
感
想

・ 

少
女
は
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
の
優
し
さ
が
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
明
る

く
優
し
い
人
で
あ
ふ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
だ

か
ら
、
こ
の
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
良
か

っ
た
と
思
え
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私

も
ク
ラ
ス
一
人
一
人
が
み
ん
な
の
こ
と
を

思
う
こ
と
は
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

・ 

み
ん
な
の
思
い
や
り
か
ら
ク
ラ
ス
旗
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
の
よ
う
に
、
親
切

で
気
遣
い
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

・ 

友
達
に
は
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
し
て
、

悲
し
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
ど
う
す
れ

ば
元
気
づ
け
ら
れ
る
か
を
皆
で
考
え
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

教
科
書
を
使
用
し
た
授
業
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
ま
だ
四
か
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
た

め
、
本
校
の
職
員
も
戸
惑
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
し
、
二
の

足
を
踏
む
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と
か
ら

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
少
し

ず
つ
新
し
い
道
徳
の
授
業
展
開
に
慣
れ
る
こ

と
が
で
き
る
と
感
じ
た
。
今
後
も
新
し
い
形

の
道
徳
授
業
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
、
学
校
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

（
た
な
か　

え
み
こ
）
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連載 4 回　考え議論する道徳って？編
マンガ・のはらあこ監修・法政大学

　　　キャリアデザイン学部兼任講師 廣瀬仁郎先生とくちゃん

―
帰
り
道
―

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
か
あ
…
。

そ
れ
っ
て
結
局
、

ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。

以
前
の
授
業
と

ど
う
変
わ
る
の
か
な
あ
。

し
っ
か
り

勉
強
し
て
い
る
ね
〜
。

こ
れ
か
ら
の
道
徳
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で

「
成
長
し
た
な
あ
」
っ
て
感
じ
た
り
、

自
分
で
目
標
を
見
付
け
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
な
の
。

例
え
ば
…
、

こ
ん
な
こ
と

し
て
な
か
っ
た
？先生が考えを

押し付けてしまう

友
情
っ
て
、

大
事
だ
よ
ね
！

知的な理解ばかり
求めてしまう

わ
か
っ
た
？

た
だ
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
だ
け
と
か
、

教
え
込
ん
だ
り
す
る
の
は

子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
を

な
く
さ
せ
ち
ゃ
う
よ
ね
。

そ
れ
に
、
子
ど
も
た
ち
が

問
題
意
識
を
も
っ
て
、
主
体
的
に
考
え
た
り
、

み
ん
な
で
語
り
合
っ
た
り
、

学
び
を
深
め
て
い
く
時
間
を
と
る
こ
と
も

大
事
だ
よ
ね
。

ち
ょ
っ
と

考
え
て
み
よ
う
。

自
分
で
考
え
て
か
ら
、

隣
の
友
達
と

話
し
合
っ
て
み
よ
う
！
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で
も
…
具
体
的
に
授
業
を

考
え
て
い
く
と
き
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
。

そ
れ
な
ら
、
こ
ん
な
指
導
法
の
例
が
あ
る
よ
。

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、
い
ろ
ん
な

展
開
を
考
え
る
と
、
ど
ん
ど
ん
多
様
な

指
導
法
が
発
展
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
ね
。

ま
ず
一
つ
目
は
、

読
み
物
教
材
で

登
場
人
物
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
る
学
習
。

※登場人物への自我関与が中心の学習

そ
れ
か
ら
、

問
題
を
見
付
け
て

解
決
し
て
い
く
学
習
。

※問題解決的な学習

役
割
演
技
な
ど
を

実
際
に
や
っ
て
み
る
っ
て
い
う

方
法
も
あ
る
よ
ね
。

※道徳的行為に関する体験的な学習
（役割演技・動作化）

へ
え
〜
　

い
ろ
ん
な
授
業
を

し
て
み
た
く
な
っ
た
な
。
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12

指
導
方
法
っ
て

い
ろ
い
ろ
工
夫
の
し
よ
う
が

あ
る
ん
だ
ね
。

そ
う
だ
よ
、

工
夫
の
ポ
イ
ン
ト
は

た
く
さ
ん
あ
る
よ
ね
。 道徳科に生かす指導方法の工夫

①教材を提示する工夫
②発問の工夫
③話合いの工夫
④書く活動の工夫
⑤動作化、役割演技など表現活動の工夫
⑥板書を生かす工夫
⑦説話の工夫
 出典：『小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（文部科学省）

わ
あ
、
全
部
で
き
る
か
な
。

一
度
に
全
部
や
ろ
う
と
し
な
く
て
も
大
丈
夫
。

「
今
日
は
、
発
問
の
仕
方
を
変
え
て
み
よ
う
」
と
か
、

「
今
日
は
板
書
を
対
比
さ
せ
て
見
え
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
か
、

一
時
間
一
工
夫
を
目
指
し
て
い
こ
う
。

よ
〜
し
、

や
っ
る
ぞ
〜
！

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
授
業
実
践
が
で
き
る
か
、

次
号
以
降
で
紹
介
し
て
い
く
よ
！

 

次
回
は
「
お
母
さ
ん
の
せ
い
求
書
」
を
題
材
に

役
割
演
技
の
授
業
を
ご
紹
介
。
お
楽
し
み
に
♪
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